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広
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連
携
に
よ
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要
望
活
動
実
る

改
善
を
形
に
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令
和
元
年
12
月
１
日
付
け
で
、

民
生
委
員
児
童
委
員
１
０
７
人
と

主
任
児
童
委
員
20
人
の
皆
さ
ん
が

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
任
期
は
、
令
和
４
年
11
月
30
日

ま
で
の
３
年
間
と
な
り
ま
す
。
今

回
、
民
生
委
員
児
童
委
員
・
主
任

児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
の
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。
　
（
敬
称
略
）

▽
坂
井
＝
岩
越
ト
ミ
ノ
▽
直
道
＝

太
田
隆
雄
▽
北
宿
＝
中
島
美
知
枝

▽
市
場
＝
岩
田
徳
彦
▽
南
宿
＝
野

田
由
紀
夫
▽
元
町
＝
水
谷
昭
博
▽

小
荒
井
＝
田
中
君
代
▽
南
之
川
＝

山
田
三
千
代
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
主
任
児
童
委
員
＝
長
島
秀
賢
、

老
田
美
智
子
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
東
向
・
西
向
・
仲
山
＝
大
橋
ま

さ
子
▽
下
山
＝
大
橋
一
敏
▽
外
粟

野
＝
山
田
小
代
子
▽
新
粟
野
・
天

王
＝
浅
野
雅
之
▽
内
粟
野
・
川
口
・

江
頭
＝
大
橋
澄
子
▽
東
小
熊
・
相

田
＝
河
出
正
昭
▽
島
（
中
班
・
南

班
・
大
無
栗
）
＝
川
澄
久
仁
夫
▽

島
（
北
班
・
新
道
）
＝
祖
父
江
日

出
夫
▽
新
生
町
＝
西
尾
次
平
太
　

▽
主
任
児
童
委
員
＝
栗
山
美
奈
子
、

多
田
伸
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
南
及
＝
尾
関
真
理
子
▽
上
大
浦

＝
岩
田
裕
昭
▽
光
法
寺
＝
大
野
博

光
▽
森
＝
虫
賀
美
智
子
▽
大
浦
新

田
＝
亀
井
純
▽
坂
丸
＝
芥
子
川
京

子
▽
須
賀
赤
松
＝
太
田
美
枝
子
▽

須
賀
小
松
＝
米
井
ト
ク
ヱ
▽
須
賀

本
村
・
須
賀
中
畑
＝
秋
江
良
弘
▽

不
破
一
色
（
西
）
＝
水
谷
政
明
▽

不
破
一
色
（
東
）
＝
杉
浦
信
夫
▽

曲
利
（
西
地
域
）
＝
安
藤
明
美
▽

曲
利
（
南
地
域
）
＝
竹
綱
満
由
美

▽
曲
利
（
北
地
域
）
＝
松
井
三
枝

子
▽
曲
利
（
東
地
域
）
＝
近
藤
良

一
▽
大
浦
（
３
）
＝
味
岡
巖
▽
大

浦
（
２
）
＝
味
岡
春
夫
▽
大
浦
（
１
）

＝
味
岡
祥
子
▽
新
井
（
中
）
＝
迫

口
美
治
▽
新
井
（
北
）
＝
西
村
幸

政
▽
新
井
（
南
）
＝
木
村
賢
治
▽

三
ツ
柳
＝
道
家
政
博
　
　
　
　
　

▽
主
任
児
童
委
員
＝
不
破
祥
公
、

豊
島
裕
香
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
神
楽
・
今
町
＝
河
合
惠
子
▽
福

江
・
新
町
・
上
町
＝
小
森
葉
子
▽

川
町
・
本
町
・
中
町
＝
桐
井
康
次

▽
下
町
１
・
下
町
２
＝
服
部
好
克

▽
上
鍋
・
下
鍋
＝
瀬
古
日
出
男
▽

大
西
１
・
大
西
２
＝
後
藤
聖
子
▽

大
西
３
・
大
仏
・
錦
町
＝
吉
川
美

知
子
▽
宮
町
・
下
城
＝
田
中
信
行

▽
上
城
＝
岩
田
和
生
▽
丸
の
内
＝

加
藤
明
嘉
、
小
川
京
子
▽
栄
町
１
・

２
・
３
＝
大
野
仁
作
▽
東
町
１
・

２
＝
水
野
朱
美
▽
昭
和
町
・
矢
熊

＝
野
田
か
よ
子
▽
共
栄
町
＝
坂
本

文
夫
▽
川
口
＝
清
水
美
弥
子
▽
渡

瀬
・
北
海
戸
＝
鈴
村
恵
子
▽
下
土

手
・
下
之
城
＝
杉
谷
洋
一
▽
飯
柄

＝
齋
藤
斎
▽
八
幡
＝
吉
田
政
明
▽

蜂
尻
＝
大
橋
照
男
、
安
江
峰
夫
▽

駒
塚
＝
安
藤
憲
義
　
　
　
　
　
　

▽
主
任
児
童
委
員
＝
馬
場
ま
さ
子
、

齋
藤
伸
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
間
島
（
西
）
＝
淺
野
久
美
子
▽

間
島
（
中
）
＝
田
中
夕
見
子
▽
間

島
（
東
）
＝
田
中
敏
信
▽
本
郷
（
北
）

＝
淺
井
廣
隆
▽
本
郷
（
中
）
＝
番

繁
夫
▽
本
郷
（
南
）
＝
花
村
妙
子

▽
浅
平
（
東
・
北
）
＝
小
笠
原
秀

芳
▽
浅
平
（
南
・
西
）
＝
横
山
朋

子
▽
平
方
（
南
・
中
）
＝
山
田
忠

平
▽
平
方
（
北
）
＝
淺
野
滿
▽
平

方
（
東
）
＝
篠
田
紀
子
　
　
　
　

▽
主
任
児
童
委
員
＝
淺
井
都
、
岩

佐
和
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
柳
原
・
出
来
町
＝
天
田
泰
山
▽

堤
・
東
川
原
＝
湯
淺
隆
行
▽
新
道

１
・
２
・
３
＝
河
田
実
▽
新
道

４
・
５
＝
田
中
良
太
▽
牧
野
＝
坂
田

田
壽
子
▽
江
西
・
江
東
・
中
郷
＝

白
木
幸
子
▽
江
中
・
江
南
＝
村
山

慶
一
▽
宮
浦
・
江
北
＝
入
野
厚
子

▽
舟
橋
・
出
須
賀
＝
不
破
生
唱
　

▽
主
任
児
童
委
員
＝
伊
藤
ま
さ
み
、

渡
辺
早
示
子
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
本
田
宮
北
・
本
田
中
・
本
田
西

＝
浅
井
啓
子
▽
本
田
南
・
本
田
入

戸
＝
野
村
照
美
▽
新
田
＝
南
谷
春

義
▽
須
賀
１
＝
渡
邉
栄
美
子
▽
須

賀
２
＝
浅
井
廣
志
　
　
　
　
　
　

▽
主
任
児
童
委
員
＝
前
田
京
子
、

浅
野
佳
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
長
間
（
東
）
＝
福
田
正
明
▽
長

間
（
西
）
＝
不
破
未
恵
子
▽
長
間

（
南
）
＝
馬
場
直
子
▽
長
間
（
北

１
）
＝
馬
場
光
一
▽
長
間
（
北
２
）

＝
加
藤
篤
▽
一
色
＝
水
谷
英
子
▽

中
＝
田
中
恵
利
子
▽
沖
北
・
沖
東

＝
富
田
健
弘
▽
沖
南
・
午
北
＝
河

路
義
隆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
主
任
児
童
委
員
＝
平
松
伸
子
、

不
破
恵
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
加
賀
野
井
＝
武
田
安
夫
▽
城
屋

敷
＝
河
村
洋
昭
▽
市
之
枝
＝
伊
藤

治
夫
▽
石
田
＝
大
橋

雄
　
　
　

▽
主
任
児
童
委
員
＝
河
合
教
正
、

長
岡
裕
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
八
神
（
東
・
北
）
＝
伊
東
満
寿

雄
▽
八
神
（
南
・
西
）
＝
冨
田
芳

倫
▽
東
方
＝
山
川
髙
由
▽
大
須
・

岡
野
町
＝
瀨
味
裕
▽
前
野
・
午
南

＝
浅
野
松
幸
▽
東
小
薮
・
中
小
薮

＝
伊
藤
富
雄
▽
西
小
薮
＝
岡
田
隆

▽
主
任
児
童
委
員
＝
渡
邊
登
史
子
、

速
水
博
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　地域住民の立場から生
活や福祉全般に関する相
談・援助活動を行ってい
ます。妊娠中の心配事や
子育ての不安にも対応し
ています。子育てや介護
などの悩みは１人で抱え
込まず、担当地区の委員
に気軽にご相談ください。
■問い合わせ先　　　　
　　福祉課（内線２５１１）

　
名
神
高
速
道
路
（
上
り
線
）
の

一
宮
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
付
近
で
は
、

東
海
北
陸
自
動
車
道
か
ら
の
車
両

が
加
速
車
線
の
い
た
る
と
こ
ろ
で

合
流
す
る
た
め
、
名
神
高
速
道
路

の
流
れ
が
悪
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

岐
阜
羽
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か

ら
一
宮
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で

の
区
間
は
、
国
土
交
通
省
が
発
表

す
る
「
Ⅰ
Ｃ
区
間
別
の
渋
滞
ラ
ン

キ
ン
グ
（
平
成
30
年
の
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
３
社
お
よ
び
本
四
高
速
）
」
で
、

全
国
ワ
ー
ス
ト
17
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
同
区
間
の
交
通
の
流
れ
を
改
善

し
渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め
、
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
名
古
屋
支
社
は
、

昨
年
11
月
に
「
フ
ァ
ス
ナ
ー
合
流
」

に
着
目
し
た
道
路
工
事
を
実
施
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
れ
は
、
東
海
北
陸
自
動
車
道

か
ら
名
神
高
速
道
路
に
向
か
う
車

両
が
規
則
正
し
く
交
互
に
（
フ
ァ

ス
ナ
ー
の
よ
う
に
）
合
流
す
る
こ

と
を
促
す
た
め
、
加
速
車
線
と
走

行
車
線
を
分
離
す
る
ラ
バ
ー
ポ
ー

ル
区
間
を
延
伸
す
る
と
と
も
に
、

路
面
標
示
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
加
速
車
線
４
５

０
ｍ
の
う
ち
３
５
０
ｍ
の
区
間
で

合
流
が
で
き
ま
し
た
が
、
加
速
車

線
を
５
７
０
ｍ
と
し
、
新
た
に
２

６
０
ｍ
の
区
間
で
ラ
バ
ー
ポ
ー
ル

を
延
伸
。
合
流
で
き
る
区
間
が
加

速
車
線
の
先
頭
２
１
０
ｍ
の
み
と

な
り
、
規
則
正
し
く
合
流
す
る
「
フ
ァ

ス
ナ
ー
合
流
」
に
よ
り
、
名
神
高

速
道
路
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
渋
滞
対
策
は
、

高
速
道
路
で
初
の
取
り
組
み
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
な
ど
か
ら
高
速
道
路
の

本
線
に
合
流
す
る
箇
所
で
は
渋
滞

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、

加
速
車
線
の
先
頭
ま
で
進
み
、
１

台
ず
つ
交
互
に
合
流
す
る
「
フ
ァ

ス
ナ
ー
合
流
」
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
羽
島
市
は
、
輪
之
内
町
、
安
八

町
お
よ
び
各
市
町
の
経
済
界
と
連

携
し
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
名
古

屋
支
社
を
は
じ
め
、
国
土
交
通
省

等
の
関
係
機
関
に
対
す
る
要
望
活

動
を
展
開
。
慢
性
的
な
渋
滞
の
状

況
等
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
緩
和
策
を
講
じ
る
よ
う
に
要
望

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
工

事
施
工
は
、
こ
の
要
望
活
動
が
実

を
結
ん
だ
も
の
で
す
。
　
　
　
　

　

渋滞緩和のため

「ファスナー合流」を実施

名神高速道路一宮JCT

ファスナー合流のイメージ

慢
性
的
な
交
通
渋
滞

高
速
道
路
で
初
の
取
り
組
み

フ
ァ
ス
ナ
ー
合
流

広
域
連
携
に
よ
る

要
望
活
動

【施工前】 【施工後】

問い合わせ先　　ＮＥＸＣＯ中日本お客さまセンター　　　　０１２０－９２２－２２９（フリーダイヤル）

　　　　　　　　フリーダイヤルをご利用になれない場合　☎０５２－２２３－０３３３（通話料有料）

足
近
地
区

正
木
地
区

悩
ん
だ
と
き
は
相
談
を

民
生
委
員
児
童
委
員
の
紹
介

竹
鼻
地
区

堀
津
地
区

下
中
地
区

桑
原
地
区

江
吉
良
地
区

上
中
地
区

福
寿
地
区

小
熊
地
区

ラバーポール区間を延伸
先頭で交互に合流する
ファスナー合流により
交通の流れが良くなる

施工前 施工後

加速車線加速車線

民生委員児童委員とは
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岐
阜
羽
島
衛
生
施
設
組
合
は
、

平
成
29
年
度
に
次
期
ご
み
処
理
施

設
整
備
に
必
要
な
施
設
規
模
、
ご

み
処
理
方
式
、
公
害
防
止
計
画
等

を
定
め
た
「
岐
阜
羽
島
衛
生
施
設

組
合
次
期
ご
み
処
理
施
設
整
備
基

本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
　

　
同
組
合
で
は
、
平
成
29
・
30
年

度
の
実
績
を
踏
ま
え
て
、
整
備
基

本
計
画
（
改
定
案
）
を
作
成
し
ま

し
た
。
改
定
内
容
の
あ
ら
ま
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

災
害
想
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
国
土
交
通
省
か
ら
公
表
さ
れ
て

い
る
「
地
点
別
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
検
索
シ
ス
テ
ム
」
に
基
づ

き
、
水
害
の
浸
水
想
定
を
０
・
５

〜
３
ｍ
か
ら
想
定
最
大
規
模
の
浸

水
深
で
あ
る
約
６
ｍ
に
変
更
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
同
施
設
は
、
洪
水
等
に
よ
る
稼

働
不
能
に
な
ら
な
い
よ
う
、
施
設

の
耐
水
化
を
推
進
し
、
ご
み
処
理

シ
ス
テ
ム
の
強
靭
性
を
確
保
す
る

対
策
を
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
貢
献
施
設
の
整
備
　
　
　
　

　
建
設
用
地
内
に
地
域
住
民
等
が

利
用
可
能
な
避
難
施
設
、
集
会
施

設
、
入
浴
施
設
等
の
機
能
を
持
っ

た
地
域
貢
献
施
設
を
建
設
し
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
要
望
を
踏
ま
え
、

多
目
的
会
議
室
、
浴
場
、
休
養
室
、

調
理
室
、
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
等
を
整

備
す
る
予
定
で
す
。
　
　
　
　
　

配
置
計
画
図
　
　
　
　
　
　
　
　

　
上
の
図
の
と
お
り
、
管
理
事
務

所
、
見
学
者
施
設
お
よ
び
地
域
貢

献
施
設
を
同
一
の
棟
と
し
、
工
場

棟
と
は
別
棟
で
整
備
し
ま
す
。
施

設
の
入
口
は
北
側
、
地
域
貢
献
施

設
の
入
口
は
南
側
に
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
案
）
は

次
の
と
お
り
で
す
。
施
設
の
供
用

開
始
は
、
令
和
10
年
度
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
早
期
に
稼
働
で
き
る

よ
う
、
同
組
合
構
成
市
町
と
協
力

し
、
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
岐
阜
羽
島
衛
生
施
設
組
合
で
は
、

整
備
基
本
計
画
（
改
定
案
）
へ
の

意
見
を
募
集
し
ま
す
。
　
　
　
　

募
集
期
間
　
２
月
３
日
〜
３
月
４

日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
公
表
場
所
・
応
募
方
法
な
ど
詳

細
に
つ
い
て
は
、
岐
阜
羽
島
衛
生

施
設
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
整
備
基
本
計
画
（
改
定
案
）
の

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
　

期
日
　
２
月
16
日
（日）
　
　
　
　
　

時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　

会
場
　
不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー

２
０
１
会
議
室
　
　
　
　
　
　
　

開
催
主
体
　
岐
阜
羽
島
衛
生
施
設

組
合
と
羽
島
市
の
共
催
　
　
　
　

定
員
　
１
０
０
人
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
生
活
環
境
課
（
内

線
２
１
２
３
）
　
　
　
　
　
　
　

〒
５
０
０

－

８
２
６
６
　
岐
阜
市

境
川
５
丁
目
１
４
７
番
地
　
岐
阜

羽
島
衛
生
施
設
組
合
　
施
設
建
設

推
進
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
２
７
８
）
７
３
２
０
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
７
１
）
０
１
５
９　

　

p
u
b
-
k
ih
o
n
k
e
ik
a
k
u

@
g
h
e
s
k
.j
p

　
　
　
　
　
　

岐阜羽島衛生施設組合

配置計画図 完成予想図

次期ごみ処理施設整備基本計画（改定案）を作成

整
備
基
本
計
画（
改
定
案
）

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

市
民
説
明
会
を
開
催

問
い
合
わ
せ
・
意
見
提
出
先

意
見
募
集

整備スケジュール（案）

令和元年度

　　元～２年度

　　２～３年度

　　２～３年度

　　３年度

　　４～５年度

　　６～９年度

　　10年度

整備基本計画（改定版）

環境影響評価

都市計画決定

要求水準書（案）の作成

用地取得

事業者選定

建設工事

供用開始

管理事務所
見学者施設および
地域貢献施設

ごみピットごみピットごみピット

工場棟工場棟工場棟

煙突煙突煙突

計量棟計量棟計量棟

ランプ
ウェイ
ランプ
ウェイ
ランプ
ウェイ

ストックヤード

洗車場

　
市
消
防
本
部
で
は
、
昨
年
の
１

月
か
ら
12
月
ま
で
に
市
内
で
発
生

し
た
火
災
・
救
急
の
件
数
を
ま
と

め
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
火
災
発
生
件
数
は
21
件
で
、
前

年
と
比
べ
る
と
８
件
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
【
表
１
】
。
　
　
　
　

　
救
急
出
動
件
数
は
２
７
２
４
件

で
、
前
年
か
ら
33
件
増
加
し
ま
し

た
【
表
２
】
。
こ
れ
は
過
去
最
多

の
件
数
で
、
10
年
前
の
お
よ
そ
１
・

５
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
出
動
区

分
は
、
急
病
が
１
８
５
５
件
で
最

も
多
く
、
全
体
の
約
68
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
救
急
出
動
に
よ
る
搬
送

人
数
は
２
６
１
７
人
で
、
こ
の
う

ち
入
院
の
必
要
が
な
い
軽
症
者
は

１
２
８
２
人
（
約
49
％
）
で
し
た
。

緊
急
性
が
な
く
自
分
で
医
療
機
関

へ
行
け
る
場
合
は
、
救
急
車
以
外

の
交
通
手
段
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
火
災
が
全
国
的
に
多
発
し
て
い

ま
す
。
火
気
の
取
り
扱
い
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
火
災
予
防
運
動
に

合
わ
せ
、
各
町
消
防
団
が
巡
回
し
、

火
災
予
防
広
報
を
行
い
ま
す
。
　

期
間
　
３
月
１
日
〜
７
日
（
各
日

午
後
10
時
終
了
）
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
消
防
本
部
予
防

課
☎
（
３
９
２
）
２
６
０
１
　
　

　
市
で
は
、
市
政
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
、

毎
年
２
回
「
市
の
財
政
事
情
」
を

公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
令

和
元
年
度
上
半
期
（
４
月
〜
９
月
）

の
予
算
執
行
状
況
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

■
一
般
会
計
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
般
会
計
歳
入
の
収
納
率
は
、

44
・
4
％
で
、
前
年
同
期
と
比
べ

て
4
・
4
％
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
執
行
率
は
37
・
7
％
で
、

前
年
同
期
よ
り
０
・
1
％
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

■
特
別
会
計
　
　
　
　
　
　
　
　

　
特
別
会
計
各
事
業
を
合
算
す
る

と
、
歳
入
の
収
納
率
は
44
・
6
％

（
前
年
同
期
よ
り
3
・
5
％
増
）
、

歳
出
の
執
行
率
は
37
・
5
％
（
前

年
同
期
よ
り
4
・
6
％
増
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

■
企
業
会
計
　
　
　
　
　
　
　
　

　
独
立
採
算
で
運
営
さ
れ
る
企
業

会
計
に
は
病
院
事
業
と
上
水
道
事

業
が
あ
り
ま
す
。
各
執
行
状
況
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
財
務
課
（
内
線

２
３
８
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　

※
病
院
事
業
＝
市
民
病
院
総
務
課

☎
（
３
９
３
）
０
１
１
１
　
　
　

※
上
水
道
事
業
＝
水
道
課
（
内
線

２
１
６
２
）

救急件数が過去最多救急件数が過去最多救急件数が過去最多

３
月
１
日
〜
７
日

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

令
和
元
年
度
上
半
期
予
算
の
執
行
状
況

一
般
会
計
歳
出
　
執
行
率
は
約
40
％

意見数
　13件（意見提出者：2人）
問い合わせ先
　総合政策課（内線2343）

　下水道事業の健全化・効率化に向けた経営戦略を策定します。
意見募集期間　２月１日～３月２日
応募・問い合わせ先　〒501-6292　羽島市竹鼻町55 
　羽島市役所下水道課☎（392）1111（内線2182）
　FAX（391）2100　　gesuido@city.hashima.lg.jp

意見募集　羽島市公共下水道事業経営戦略（案） 結果公表　羽島市行政改革プラン（案）

市民の意見募集・結果公表（パブリックコメントの手続き）
資料の公開・配布先　市ホームページ、担当課、各コミュニティセンター

区　分
平成31年・
令和元年

平成30年

７ 11（＋４）

３ ２（ー１）

19 ８（ー11）

29 21（ー８）

1,748 1,855（＋107）

412 347（ー65）

319 298（ー21）

212 224（＋12）

2,691 2,724（＋33）

平成31年・
令和元年

平成30年

建物火災

区　分

急　病

一般負傷

交通事故

車両火災

その他

その他

合　計

合　計

表１ 火災の状況　　　　　（単位：件）

表２ 救急出動の状況　 　 （単位：件）

※括弧内は前年比

会計別予算執行状況   

37.7%

35.9%

39.3%

7.4%

42.8%

42.9%

48.9%

14.5%

25.3%

43.7%

32.2%

49.7%

80.1%

44.4%

44.5%

43.8%

37.1%

48.1%

61.5%

162.2%

61.5%

30.7%

47.7%

54.8%

44.5%

10.0%

国民健康保険 

介護保険 

簡易水道事業 

下水道事業 

羽島市・羽島郡二町
介護認定審査会事業

インター北土地区画整理事業

駅北本郷土地区画整理事業 

後期高齢者医療

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

病院事業

上水道事業

一 般 会 計

歳　入
（収納率）

歳　出
（執行率）

特

別

会

計

計

会

業

企
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※
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
、

明
細
書
に
市
が
交
付
す
る
「
医
療

費
お
知
ら
せ
は
が
き
」
（
偶
数
月

送
付
）
ま
た
は
「
医
療
費
の
お
知

ら
せ
」
（
年
間
分
）
を
添
付
す
る

こ
と
で
、
一
部
記
入
を
省
略
で
き

ま
す
。
年
間
分
を
希
望
す
る
人
は
、

申
告
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
医
療
費
お
知
ら
せ
は
が
き
」

の
令
和
元
年
11
月
、
12
月
診
療
分

は
２
月
末
に
送
付
予
定
で
す
。
は

が
き
を
利
用
し
て
申
告
さ
れ
る
場

合
は
、
お
手
元
に
届
く
ま
で
お
待

ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
保
険
年
金
課
（
内

線
２
２
６
２
）
　
　
　
　
　
　
　

　
羽
島
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

　
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
当
て

は
ま
る
人
は
、
確
定
申
告
が
必
要

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
年
末
調
整
さ
れ
て
い
な
い
給
与

　
収
入
と
、
給
与
所
得
お
よ
び
退

　
職
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
額

　
が
20
万
円
を
超
え
る
人
　
　
　

・
事
業
収
入
が
あ
り
、
所
得
税
を

　
計
算
し
て
不
足
が
生
じ
る
人
　

・
収
入
の
種
類
に
関
わ
ら
ず
、
追

　
加
の
控
除
等
を
申
告
し
て
所
得

　
税
の
還
付
を
受
け
た
い
人
　
　

※
公
的
年
金
等
の
収
入
が
４
０
０

万
円
以
下
で
、
そ
れ
以
外
の
所
得

が
20
万
円
以
下
の
人
は
確
定
申
告

が
不
要
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

※
確
定
申
告
が
必
要
な
く
て
も
、

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
ん
で
い
て
、
元
年
中
に
所

得
が
あ
っ
た
人
は
市
県
民
税
の
申

告
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
申

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　

①
令
和
元
年
分
の
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し

た
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
医
療
費
控
除
の
申
告
に
は
、
医

療
費
控
除
（
も
し
く
は
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
）
の
明
細

書
の
添
付
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、

令
和
元
年
分
の
申
告
ま
で
は
、
領

収
書
の
添
付
ま
た
は
提
示
に
よ
る

申
告
も
可
能
で
す
。
　
　
　
　
　

②
勤
務
先
か
ら
市
へ
年
末
調
整
済

み
の
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
人
で
、
給
与
以
外
の
所

得
が
無
く
、
追
加
す
る
控
除
等
が

無
い
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
公
的
年
金
等
の
支
払
い
を
受
け

た
人
で
、
年
金
以
外
の
所
得
が
な

く
、
追
加
す
る
控
除
等
が
無
い
人

※
令
和
元
年
中
に
収
入
が
無
い
人

で
も
、
所
得
証
明
書
が
必
要
な
人

や
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
、

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け

る
人
は
申
告
が
必
要
で
す
。
　
　

マ
ー
サ
21
　
４
階
マ
ー
サ
ホ
ー
ル

（
岐
阜
市
正
木
中
１
丁
目
２
番
１
）

期
間
　
２
月
17
日
〜
３
月
16
日
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
。
た
だ
し
、
２

月
24
日
（月）
・
３
月
１
日
（日）
は
開
設

し
ま
す
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
付
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
　

※
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を

利
用
す
る
と
、
確
定
申
告
書
な
ど

が
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。
　
　

※
作
成
し
た
申
告
書
等
は
、
郵
送

な
ど
で
税
務
署
へ
提
出
で
き
ま
す
。

ま
た
、
イ

ー

タ

ッ

ク

ス

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

市
民
会
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
間
　
２
月
17
日
〜
３
月
16
日
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）
　
　
　
　
　

　
申
告
に
必
要
な
書
類
等
は
、
上

表
の
と
お
り
で
す
。

　
確
定
申
告
書
・
市
県
民
税
申
告

書
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が

必
要
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
電
子
申
告
（
イ

ー

タ

ッ

ク

ス

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
）
に

よ
り
申
告
す
る
場
合
を
除
き
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む
本
人
確
認
書

類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
提
出
が

必
要
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
）
、

不
動
産
所
得
等
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。
　

期
間
　
２
月
17
日
〜
28
日
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）
　
　
　
　
　

時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分
、
午
後
１
時
〜
３
時
30
分
　
　

※
混
雑
に
よ
り
、
受
け
付
け
終
了

が
早
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
　

場
所
　
市
民
会
館
　
　
　
　
　
　

　
令
和
元
年
中
に
ふ
る
さ
と
納
税

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
の
適
用

を
申
請
し
た
人
で
も
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
の
全
額
を

含
め
た
申
告
が
必
要
で
す
。
　
　

①
令
和
元
年
分
の
確
定
申
告
、
２

年
度
市
県
民
税
申
告
を
す
る
人
　

②
ふ
る
さ
と
納
税
先
が
６
団
体
以

上
あ
る
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
令
和
元
年
中
に
厚
生
年
金
や
国

民
年
金
等
を
受
け
取
っ
た
人
に
は

１
月
中
旬
以
降
に
日
本
年
金
機
構

よ
り
「
令
和
元
年
分
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
」
が
送
ら
れ
て
い

ま
す
。
申
告
に
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

定
確

告
申申告期間

２／
17 ～

3／
16

問い合わせ・郵送先
市県民税申告書

税務課市民税係（内線2237・2238）

〒501-6292　羽島市竹鼻町55

所得税確定申告書

岐阜南税務署　☎（271）7111

〒500-8567　岐阜市加納清水町4-22-2

期限内に必ず申告を
　提出された申告書は、市
県民税の賦課資料となるほ
か、国民健康保険税や介護
保険料の算定、所得証明な
ど税務証明の基礎資料とな
ります。
　郵送やインターネットによ
る申告も受け付けています。※期間中は、各会場に職員が出向いているため、税務課（市役

所）では申告相談業務をしていません。申告会場をご利用く
ださい。作成済みの申告書の提出は受け付けます。

※自動音声案内で「0」を選択すると電話相談センターをご利
用いただけます。

　
所
得
税
・
市
県
民
税
の
申
告
期
間
が
２
月
17
日

（月）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
余
裕
を
も
っ
て
申
告
で
き

る
よ
う
、
書
類
の
準
備
は
早
め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

書
類
の
準
備
は

お
早
め
に

確
定
申
告
が
必
要
な
人

市
県
民
税
の

申
告
が
必
要
な
人

年
金
の
源
泉
徴
収
票

を
お
忘
れ
な
く

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
も
申
告
会
場
で

申
告
会
場

必
要
な
書
類
等

ふ
る
さ
と
納
税

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度

を
利
用
し
た
人

医
療
費
控
除
に
は

明
細
書
が
必
要
で
す

税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談

所得の計算に
必要な書類

本人確認書類

その他の
持ち物

所得控除・
税額控除の
計算に必要な
書類

給与・公的年金などの所得のある人 源泉徴収票（原本）

事業所得・不動産所得・農業所得などのある人 収支内訳書（あらかじめ作成してお持ちください）

生命保険料（一般・個人年金・介護医療保険）・
地震保険料（旧長期損害保険料）控除

保険料控除証明書

身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、
障害者控除対象者認定書など

社会保険料控除
国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料・
国民年金保険料・任意継続保険料など支払額の証明書、領収書　
※国民年金保険料の場合は、日本年金機構から送付された控除証明書

次の①～③のいずれかをお持ちください
①マイナンバーカード
②（個人番号）通知カード ＋ 身元確認書類（運転免許証、パスポート、在留カード、身体障害者手帳、公的医療保険の被保険者証）
③住民票（個人番号記載） ＋ 身元確認書類（運転免許証、パスポート、在留カード、身体障害者手帳、公的医療保険の被保険者証）

・印鑑（朱肉を使うもの）
・所得税及び復興特別所得税の還付が発生する場合は、申告者名義の預貯金口座の分かるもの
・税務署からのお知らせハガキ（通知書）、ＩＤ・パスワード方式の届出完了通知
・被扶養者がいる場合、その人のマイナンバーが分かるもの

医療費控除もしくは
セルフメディケーション税制（医療費控除の特例）

【共通】医療費控除（もしくはセルフメディケーション税制）の
　　　　明細書（医療費のお知らせ添付の場合は2欄記載不要）
【医療費控除】保険で補てんされる金額がわかる書類
【セルフメディケーション税制】一定の取り組みを行ったことを明らかにする書類
※医療費の合計額を明細書に記入してお持ちください。

障害者控除

申告に必要なもの

受
付
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分
、
午
後
１
時
〜
３
時
30
分
　
　

※
混
雑
に
よ
り
、
受
け
付
け
終
了

が
早
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
　

※
３
月
２
日
（月）
か
ら
は
、
土
地
・

建
物
・
株
式
等
の
譲
渡
、
贈
与
税

の
受
け
付
け
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

マ
ー
サ
21
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
　

・
桑
原
　
２
月
４
日
（火）
　
　
　
　

・
上
中
　
２
月
５
日
（水）
　
　
　
　

・
正
木
　
２
月
６
日
（木）
・
７
日
（金）

・
小
熊
　
２
月
10
日
（月）
　
　
　
　

・
足
近
　
２
月
12
日
（水）
　
　
　
　

受
付
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分
、
午
後
１
時
〜
３
時
30
分
　
　

※
譲
渡
所
得
の
あ
る
人
、
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
を
初
め
て
受
け

る
人
、
青
色
申
告
を
す
る
人
は
、

市
民
会
館
ま
た
は
マ
ー
サ
21
へ
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　

を
対
象
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
会
場

で
写
真
撮
影
を
行
い
ま
す
の
で
、

写
真
の
持
参
は
不
要
で
す
。
　
　

　
受
付
時
に
本
人
確
認
を
行
い
ま

す
の
で
、
健
康
保
険
証
や
運
転
免

許
証
等
の
本
人
確
認
書
類
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
作
成
は

１
カ
月
半
程
度
か
か
り
ま
す
。
後

日
、
市
役
所
市
民
課
で
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
場
で
の

再
交
付
申
請
は
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
間
　
２
月
17
日
〜
21
日
　
　
　

時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
　

場
所
　
市
民
会
館
第
３
会
議
室
　

問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
（
内
線

２
２
９
２
）
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「広報はしま」に載ったあなたの写真を差し上げます。秘書広報課広報係（内線2322）までお知らせください。

説明会の内容は
こちら

安定した市政運営に向けて、事前の一手を

「ふる里の原風景」令和に昭和を顧みる

財政の「安定化対策」市民説明会

歴史民俗資料館企画展

　市では、「新庁舎建設」「次期ごみ処理施設建設」「市
民病院の維持・経営改善」等の重点課題に取り組んでいま
す。現在、市の貯金である財政調整基金は約30億円確保
されていますが、今後残高の減少が見込まれることから、
「歳出削減」「受益者負担の適正化」「職員給料・手当等
の削減等」「建設地方債発行額の抑制」を柱とする財政の
「安定化対策」を実施します。
　12月15日に市民説明会を開催し、松井市長から具体的
な対策を説明しました。

　市歴史民俗資料館では、3月15日（日）まで第4回企画展
昔のくらしと道具展「ふる里の原風景」が開催されていま
す。
　今回の企画展は、羽島市出身の写真家である小川照夫さ
んが撮影された昭和の羽島市の様子などを紹介するもので
す。会場には、中野や八神の渡し、西小薮での牛の放牧、
東海道新幹線岐阜羽島駅開業時の車内販売など、懐かしの
風景や暮らしの様子を撮影した写真がずらり。地域への愛
着があふれる展示となっています。

老人クラブの育成発展に寄与
全国老人クラブ連合会老人クラブ育成功労表彰

令和を「進」む　羽島の新成人
成人の日記念式典

　前市老人クラブ連合会会長・前足近町老人クラブ連合会
会長の岩田稔さん（足近町）が、令和元年度の全国老人ク
ラブ連合会老人クラブ育成功労表彰を受賞され、12月17
日に市役所を表敬訪問しました。
　岩田さんは、町老連・単位クラブ会長や委員の業務が煩
雑となっていたことから、業務見直し等を率先して行い、
事務作業を簡素化されました。また、リーダーシップを発
揮して外部機関との調整にも尽力され、老人クラブの育成
発展に大きく寄与されました。

　1月12日、成人の日記念式典が不二羽島文化センターで
開催され、市内で成人を迎えた855人のうち620人が出席
しました。出席者は、開場前から華やかな振袖やスーツ姿
で記念撮影をしたり、思い出を語り合ったりと旧交を温め
ていました。
　式典では、新成人の代表10人がステージに設置された
キャンドルに火をともす「光のプロムナード」などを実施。
令和となり初めての成人式で、夢の実現に向け決意を新た
にしました。

聖火が羽島にやってくる　ルート詳細が決定
東京オリンピック聖火リレー

　４月４日（土）、５日（日）に岐阜県内11市町で実施さ
れる東京オリンピックの聖火リレーの詳細ルートが決定し
ました。中津川市の馬籠宿をスタートし、岐阜市のメモリ
アルセンター芝生広場でゴールするルートで、合計27.2㎞を
聖火ランナーがリレーします。

　羽島市は、５日（日）に聖火リレーを実施。岐阜羽島駅
北口前からスタートし、県道151号岐阜羽島線を北東に進
み、竹鼻町大西交差点を左折、丸の内9丁目交差点を右折、
コスモパーク羽島内を通過、不二羽島文化センターでゴー
ルする約1.8㎞のルートです。不二羽島文化センターでは、
聖火到着後にミニセレブレーションも開催されます。

　聖火リレーのランナーは、県内で164人のランナーが選
定される予定です。県内を走行する聖火リレーのランナー
で現在公表されているのは44人。そのうち、羽島市にゆか
りのあるランナーは辻本達規さん（男性グループ「BOYS
　AND　MEN」メンバー）と篠田義人さん（車いすで投
てき競技に打ち込むパラアスリート）です。羽島市のルー
トをリレーするランナーは、公表後に広報はしまなどでお
知らせします。

Vol.11　ゼッケン67のカルナナンダ選手
東京五輪まで5カ月

　

1
9
6
4
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
男

子
陸
上
1
万
メ
ー
ト
ル
走
で
、
「
ゼ
ッ
ケ

ン
番
号
67
」
の
ス
リ
ラ
ン
カ
の
カ
ル
ナ
ナ

ン
ダ
選
手
は
、
最
下
位
な
が
ら
最
後
ま
で

走
り
抜
き
、
約
7
万
5
0
0
0
人
の
ス
タ

ン
ド
の
観
客
を
感
動
さ
せ
ま
し
た
。
他
の

選
手
が
次
々
と
ゴ
ー
ル
す
る
中
、
同
選
手

は
脇
腹
を
押
さ
え
な
が
ら
ト
ラ
ッ
ク
を
2

周
、
3
周
と
一
人
で
走
り
ま
し
た
。
彼
は

周
回
遅
れ
だ
っ
た
の
で
す
。　
　
　
　
　

　

こ
の
ひ
た
む
き
な
姿
に
観
客
は
次
第
に

声
援
を
送
り
始
め
、
最
後
は
優
勝
し
た
選

手
に
劣
ら
ぬ
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
な
が

ら
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
同
選
手
は
「
国
に

は
、
小
さ
な
娘
が
一
人
い
る
。
そ
の
娘
が

大
き
く
な
っ
た
ら
、
お
父
さ
ん
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
、
負
け
て
も
最
後
ま

で
頑
張
っ
て
走
っ
た
と
教
え
て
や
る
ん
だ
」

と
語
っ
た
そ
う
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

50
年
以
上
経
過
し
た
今
日
で
も
、
こ
の

出
来
事
は
ス
リ
ラ
ン
カ
国
民
の
誇
り
と
し

て
讃
え
ら
れ
て
お
り
、
自
分
の
ベ
ス
ト
を

尽
く
す
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
精

神
に
通
じ
る
こ
の
物
語
は
、
そ
の
後
、
日

本
の
国
語
の
教
科
書
に
も
採
用
さ
れ
ま
し

た
。

財政の「安定化対策」を説明する松井市長

展示された写真と撮影者の小川さん

スリランカの選手を応援する児童

松井市長と記念撮影する岩田さん

代表者らが選んだ決意の1字「進」の前で記念撮影

自治体

中津川市

多治見市

八百津町

郡上市

高山市

下呂市

各務原市

関ケ原町

大垣市

羽島市

岐阜市

区　　　間

①馬籠宿駐車場→馬籠展望広場
②花戸町交差点北→JR中津川駅

虎渓公園→虎渓用水広場

芦渡消防詰所→人道の丘公園

郡上市役所→郡上八幡駅

高山陣屋前広場→高山駅西交流広場

旧下呂温泉病院跡地→下呂交流会館

岐阜かかみがはら航空宇宙博物館→
県グリーンスタジアム

関ケ原ふれあいセンター前→笹尾山山頂

大垣公園南→奥の細道むすびの地記念館

岐阜羽島駅北→不二羽島文化センター

①岐阜市歴史博物館→金華山山頂
②信長ゆめ広場前→
　岐阜メモリアルセンター芝生広場

４
月
４
日

４
月
５
日

岐阜羽島駅北

聖火リレーのルート

コスモパーク羽島
竹鼻町大西

不二羽島文化センター

4
5（日）
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税
・
料
の
お
支
払
い
は
、
安
心
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今月の休日窓口業務 ２月23日（日）午前９時～午後４時  （市民課・保険年金課・税務課・収納課）

2

　
２
月
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
、
介
護
保
険
料
の
納
付
月
で
す
。
納

期
限
は
３
月
２
日
（月）
で
す
。
　
　
　
　
　

税
・
料
の
納
付

　
岩
田
博
文
さ
ん
（
江
吉
良
町
）
、
浅
野

治
夫
さ
ん
（
堀
津
町
）
、
加
藤
直
子
さ
ん

（
下
中
町
）
が
、
新
し
い
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
人
権
擁
護
委
員

上
下
水
道
料
金
の
納
付
書
の
統
一
　
　
　

　
市
で
は
、
水
道
料
金
と
下
水
道
料
金
を

別
々
に
請
求
し
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
よ

り
上
下
水
道
料
金
の
納
付
書
を
統
一
し
ま

す
。
水
道
料
金
と
下
水
道
使
用
料
の
合
計

金
額
が
請
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
水
道
課
（
内
線
２
１
６

４
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
共
下
水
道
へ
早
期
加
入
を
　
　
　
　
　

　
生
活
環
境
の
改
善
と
水
質
保
全
の
た
め
、

下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。
　

下
水
道
使
用
上
の
注
意
　
　
　
　
　
　
　

　
油
類
や
髪
の
毛
、
水
に
溶
け
な
い
紙
類

や
異
物
を
下
水
道
に
流
す
と
、
腐
食
や
詰

ま
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣
い
が
ト
ラ
ブ
ル
の

予
防
に
な
り
ま
す
。
下
水
道
が
ス
ム
ー
ズ

に
流
れ
る
よ
う
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
　

問
い
合
わ
せ
先
　
下
水
道
課
（
内
線
２
１

８
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
下
水
道
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が

互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
う
共
生

社
会
の
実
現
の
た
め
、
「
障
害
を
理
由
と

す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

（
略
称
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
）
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
を
解
消

家
畜
飼
養
者
の
報
告

　
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
よ
り
、
家
畜
飼

養
者
は
、
県
に
２
月
１
日
現
在
の
家
畜
飼

養
状
況
を
報
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

次
の
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
を
所
有
す
る
小

規
模
所
有
者
も
報
告
が
必
要
で
す
。
　
　

　
該
当
す
る
飼
養
者
で
、
届
出
を
さ
れ
て

い
な
い
人
は
、
２
月
28
日
（金）
ま
で
に
農
政

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
制
度

子
宮
が
ん
検
診

２
月
29
日
（土）
ま
で
に
受
診
を

課
畜
産
係
へ
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
　

①
牛
・
水
牛
・
馬
＝
１
頭
ま
で
　
②
豚
・

い
の
し
し
・
め
ん
羊
・
山
羊
・
鹿
＝
５
頭

以
下
　
③
鶏
・
あ
ひ
る
・
う
ず
ら
・
き
じ
・

ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
・
七
面
鳥
＝
１
０
０
羽
未
満

④
だ
ち
ょ
う
＝
10
羽
未
満
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
農
政
課
（
内
線
２
６
４

１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
の

資
格
取
得
を
支
援
し
ま
す

非
自
発
的
失
業
者
の

国
保
税
を
軽
減

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
　
ひ
と
り
親

家
庭
の
父
ま
た
は
母
が
看
護
師
や
介
護
福

祉
士
等
の
資
格
取
得
を
目
指
し
て
養
成
機

関
で
修
学
す
る
場
合
、
高
等
職
業
訓
練
促

進
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
　
ひ
と
り
親

家
庭
の
父
ま
た
は
母
が
就
職
や
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
の
た
め
、
雇
用
保
険
制
度
の
指
定

教
育
訓
練
講
座
を
受
講
し
て
修
了
し
た
場

合
、
費
用
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。
　
　

ひ
と
り
親
家
庭
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
合
格
支
援
事
業
給
付
金
　
ひ
と
り
親

家
庭
の
親
ま
た
は
児
童
が
高
等
学
校
卒
業

程
度
認
定
試
験
合
格
の
た
め
の
講
座
を
受

講
し
た
場
合
、
受
講
修
了
お
よ
び
認
定
試

験
合
格
後
に
受
講
に
か
か
っ
た
費
用
の
一

部
を
支
給
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

支
給
要
件
　
受
講
開
始
後
の
申
請
は
原
則

受
け
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
。
給
付
金
の
種

類
に
よ
っ
て
要
件
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
子
育
て
・
健
幸
課
子
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
内
線
２
５
２
４
）
　

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
保
険

料
を
ま
と
め
て
前
払
い
す
る
と
割
引
が
あ

る
「
前
納
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
前
納
の
方
法
は
、
口
座
振
替
、
現
金
納

付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
す
。
口

座
振
替
に
よ
る
前
納
は
、
現
金
納
付
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
よ
る
前
納
よ
り

も
割
引
額
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　

　
前
納
の
種
類
に
は
、
２
年
前
納
、
１
年

前
納
、
６
カ
月
前
納
が
あ
り
ま
す
。
今
年

の
４
月
か
ら
新
た
に
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ

　
子
宮
が
ん
は
、
20
代
か
ら
30
代
の
若
年

層
で
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　

対
象
者
　
20
歳
以
上
の
女
性
　
　
　
　
　

検
診
料
　
頸
部
５
０
０
円
、
頸
部
・
体
部

１
０
０
０
円
（
問
診
の
結
果
必
要
と
認
め

ら
れ
た
人
の
み
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
医
療
機
関
　
陳
産
婦
人
科
☎
（
３
９

１
）
４
１
８
８
ま
た
は
花
林
レ
デ
ィ
ー
ス

ク
リ
ニ
ッ
ク
☎
（
３
９
３
）
１
１
２
２
　

受
診
方
法
　
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
を

証
明
で
き
る
保
険
証
等
を
持
参
し
、
２
月

29
日
（土）
ま
で
に
実
施
医
療
機
関
を
受
診
　

※

子
宮
頸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対

象
者
（
平
成
10
年
４
月
２
日
〜
平
成
11
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性
）
は
、
令
和
元

年
５
月
に
配
布
さ
れ
た
ク
ー
ポ
ン
券
に
よ

り
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。
紛
失
し
た
場

合
は
再
発
行
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

※

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料
の
た
め
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
４
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
利
用
に
向
け

マ
イ
キ
ー
I
D
の
設
定
を

　
令
和
２
年
秋
頃
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
活
用
し
た
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事

業
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
、
条
件
を
満
た
し
た
場
合
に

付
与
さ
れ
、
買
い
物
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
申
し
込
む
た
め
に

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
、

マ
イ
キ
ー
I
D
の
設
定
が
必
要
で
す
。
事

業
の
実
施
が
近
付
く
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
申
請
が
混
み
合
う
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。
す
で
に
取
得
さ
れ
た
人
は
マ
イ

キ
ー
I
D
の
設
定
を
お
願
い
し
ま
す
。
　

問
い
合
わ
せ
先
　
制
度
に
関
し
て
は
総
合

政
策
課
（
内
線
２
３
４
５
）
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
取
得
、
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
設
定

に
関
し
て
は
市
民
課
（
内
線
２
２
９
７
）
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
関
し
て
は
商
工
観
光

課
（
内
線
２
６
１
２
）
　
　
　
　
　
　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

使
用
期
限
の
お
知
ら
せ

　
羽
島
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
使
用

期
限
は
２
月
29
日
（土）
ま
で
で
す
。
期
限
を

過
ぎ
る
と
商
品
券
が
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
商
工
観
光
課
（
内
線
２

６
１
３
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
解
雇
や
倒
産
、
雇
い
止
め
な
ど
で
離
職

原
動
機
付
自
転
車
な
ど
の

廃
車
申
告
を
忘
れ
ず
に

　
原
動
機
付
自
転
車
・
二
輪
車
・
軽
自
動

車
な
ど
を
手
放
し
た
場
合
は
、
４
月
１
日

（水）
ま
で
に
廃
車
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
軽
自
動
車
税
は
月
割
り
課
税
の

制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
４
月
２
日
以

降
に
廃
車
の
手
続
き
を
し
た
場
合
で
も
年

税
額
全
額
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
ち
物
　
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
車
検
証
、

印
鑑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
告
・
問
い
合
わ
せ
先
　
原
動
機
付
自
転

車
（
１
２
５
ｃ
ｃ
以
下
）
、
小
型
特
殊
自

動
車
＝
税
務
課
諸
税
係
（
内
線
２
２
３
２
）

▽
二
輪
車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車
＝
中
部

運
輸
局
岐
阜
運
輸
支
局
（
岐
阜
市
日
置
江

２
６
４
８
番
地
１
）
☎
０
５
０
（
５
５
４

０
）
２
０
５
３
▽
三
輪
、
四
輪
の
軽
自
動

車
＝
軽
自
動
車
検
査
協
会
岐
阜
事
務
所
（
福

寿
町
千
代
田
３
丁
目
83
番
地
）
☎
０
５
０

（
３
８
１
６
）
１
７
７
５
　
　
　
　
　
　

し
た
場
合
（
非
自
発
的
失
業
者
）
は
、
申

請
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
税
を
軽
減
し
ま

す
。
離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

の
間
、
国
民
健
康
保
険
税
算
定
の
た
め
の

前
年
所
得
の
う
ち
、
給
与
所
得
を
本
来
の

１
０
０
分
の
30
と
み
な
し
ま
す
。
該
当
す

る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　

対
象
者
　
65
歳
未
満
で
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
に
記
載
の
離
職
理
由
が
11
、
12
、

21
、
22
、
23
、
31
、
32
、
33
、
34
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
　
　
　
　
　
　
　
　

申
請
に
必
要
な
も
の
　
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
、
認
印
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
、
世
帯
主
の
本
人
確
認
が
で
き
る
書

類
、
世
帯
主
と
非
自
発
的
失
業
者
に
該
当

す
る
人
の
個
人
番
号
が
分
か
る
も
の
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
国
民
健
康
保
険

税
係
（
内
線
２
２
３
９
）
　
　
　
　
　
　

ト
カ
ー
ド
納
付
に
よ
る
前
納
を
希
望
す
る

人
は
、
申
出
書
を
２
月
28
日
（金）
ま
で
に
岐

阜
南
年
金
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
金
に
よ
る
２
年
前
納
の
場
合

も
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
岐
阜
南
年
金
事
務
所
☎

（
２
７
３
）
６
１
６
１
ま
た
は
保
険
年
金

課
国
民
年
金
係
（
内
線
２
２
６
４
）
　
　

保
険
証
を
提
示
せ
ず
に

受
診
し
た
と
き
は
申
請
を

　
医
療
機
関
等
で
治
療
を
受
け
る
場
合
は
、

毎
回
保
険
証
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
保
険
証
を
提
示
せ
ず
に
治
療
を
受
け

た
場
合
は
、
治
療
費
が
全
額
自
己
負
担
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
急
病
な
ど
緊
急
で

や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
申

請
に
よ
り
支
払
っ
た
治
療
費
の
う
ち
、
保

険
給
付
分
の
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
国
民
健
康
保

険
の
加
入
者
で
、
こ
れ
に
該
当
す
る
人
は

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　

　
な
お
、
医
療
機
関
等
へ
の
支
払
い
後
、

２
年
を
過
ぎ
る
と
請
求
で
き
ま
せ
ん
。
　

申
請
に
必
要
な
も
の
　
医
療
機
関
等
の
領

収
書
・
保
険
証
・
認
印
・
振
込
口
座
の
分

か
る
も
の
、
個
人
番
号
の
分
か
る
も
の
、

本
人
確
認
の
で
き
る
も
の
　
　
　
　
　
　

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
保
険
年
金
課
医

療
保
険
係
（
内
線
２
２
６
２
）
　
　
　
　

　
こ
の
法
律
に
は
、
行
政
機
関
や
会
社
、

店
舗
な
ど
の
民
間
事
業
者
が
取
り
組
む
べ

き
障
が
い
者
に
対
し
て
の
不
当
な
差
別
的

取
り
扱
い
の
禁
止
や
、
合
理
的
配
慮
の
提

供
に
関
す
る
内
容
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
お
互

い
に
認
め
合
い
な
が
ら
、
共
に
生
き
る
社

会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
課
（
内
線
２
５
１

２
）
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♨今月の羽島温泉の休館日 ２月５日（水）・15日（土）・25日（火）

　
「
共
に
生
き
共
に
育
つ
〜
安
心

の
居
場
所
と
は
〜
」
と
題
し
て
、

子
ど
も
・
若
者
の
自
立
支
援
に
つ

●
期
日
＝
２
月
９
日
（日）
　
●
時
間

＝
午
前
10
時
〜
　
●
場
所
＝
桑
原

学
園
体
育
館
　
●
観
覧
料
＝
無
料

●
詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

☎
（
３
９
３
）
４
６
２
２
へ
　
　

所
蔵
品
展
「
高
ら
か
に
　
新
し
き

年
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
開
館
期
間
＝
２
月
９
日
（日）
ま
で

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料
　
　
　
　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
２
月
３
日
（月）
　
　
　

※
詳
し
く
は
、
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
☎

（
３
９
３
）
０
９
５
１
へ
　
　
　

公
募
委
員

テ
コ
ン
ド
ー
競
技

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

日
本
代
表
選
手
最
終
選
考
会

岐
阜
羽
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
会
研
修
会

遺
言
公
正
証
書
な
ど
の

作
成
相
談

不
二
竹
鼻
町
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
催
し

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
期
農
業

委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
候
補
者
の
推
薦
・
応
募
を
受

け
付
け
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
募
集
要
領
、

推
薦
書
、
応
募
申
込
書
を
入
手
で

き
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
推
薦
・
応
募
資
格
や
詳
細
事
項

は
、
募
集
要
領
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
受
付
期
間
＝
２
月
27
日
〜
３
月

25
日
　
●
提
出
・
問
い
合
わ
せ
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
（
内
線
２
６

３
２
）
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
候
補
者

歴
史
民
俗
資
料
館
・

映
画
資
料
館
の
催
し

図
書
館
の
催
し

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
　
　
　
　
　
　

　
乳
幼
児
の
図
書
館
デ
ビ
ュ
ー
に
。

●
期
日
＝
２
月
５
日
（水）
・
19
日
（水）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
　
　
　
　
　
　

●
期
日
＝
２
月
８
日
（土）
・
22
日
（土）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ブ
ッ
ク
・
リ
ユ
ー
ス
　
　
　
　
　

　
ご
家
庭
で
読
ま
な
く
な
っ
た
本

の
交
換
会
で
す
。
　
　
　
　
　
　

●
期
日
＝
２
月
15
日
（土）
　
●
時
間

＝
午
後
３
時
〜
３
時
30
分
　
　
　

◇
開
館
＝
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

◇
休
館
日
＝
２
月
３
日
（月）
・
10
日

（月）
・
12
日
（水）
・
17
日
（月）
・
25
日
（火）
、

３
月
２
日
（月）
　
　
　
　
　
　
　
　

※

詳
し
く
は
、
図
書
館
☎
（
３
９

２
）
２
２
７
０
へ
　
　
　
　
　
　

企
画
展
「
昔
の
く
ら
し
と
道
具
展

〜
ふ
る
里
の
原
風
景
」
　
　
　
　

●
期
間
＝
３
月
15
日
（日）
ま
で
　
　

映
画
の
集
い
「
緋
牡
丹
博
徒
　
お

竜
参
上
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
期
日
＝
２
月
８
日
（土）
　
●
時
間

＝
午
前
10
時
〜
、
午
後
２
時
〜
　

マ
イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
　
　
　
　

「
ふ
る
里
の
原
風
景
」
小
川
照
夫

さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
期
間
＝
３
月
15
日
（日）
ま
で
　
　

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料
　※

マ
イ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
参
観
は
無
料
　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
２
月
３
日
（月）
・
10
日

（月）
・
12
日
（水）
・
17
日
（月）
・
25
日
（火）
、

３
月
２
日
（月）
　
　
　
　
　
　
　
　

※
詳
し
く
は
、
同
資
料
館
☎
（
３

９
１
）
２
２
３
４
へ
　
　
　
　
　

●
人
員
＝
若
干
人
　
●
勤
務
場
所

＝
西
部
幼
稚
園
　
●
申
込
期
限
＝

２
月
20
日
（木）
　
●
試
験
日
程
＝
第

１
次
試
験
３
月
１
日
（日）
、
第
２
次

試
験
３
月
下
旬
（
予
定
）
　
●
詳

し
く
は
、
職
員
課
（
内
線
２
３
７

３
）
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
部
幼
稚
園
教
諭
（
正
職
員
）

　
遺
言
・
任
意
後
見
・
離
婚
・
賃

貸
借
等
の
公
正
証
書
作
成
に
つ
い

て
、
公
証
人
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
期
日
＝
３
月
９
日
（月）
　
●
時
間

＝
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
予
約

優
先
）
　
●
場
所
＝
市
民
相
談
室

●
相
談
料
＝
無
料
　
●
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
相
談
室
（
内

線
２
５
３
２
）
へ
　
　
　
　
　
　

　
広
く
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、

市
民
協
働
に
よ
る
行
政
運
営
を
進

め
る
た
め
各
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

行
政
改
革
推
進
委
員
会
　
　
　
　

●
人
員
＝
２
人
程
度
　
●
資
格
＝

令
和
２
年
２
月
１
日
時
点
で
市
内

に
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住
し
て

い
る
満
20
歳
以
上
の
人
で
、
平
日

昼
間
の
委
員
会
に
参
加
で
き
、
他

の
付
属
機
関
等
の
委
員
・
市
職
員
・

市
議
会
議
員
で
な
い
人
　
●
任
期

＝
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
　
●
報

酬
＝
１
回
の
出
席
に
つ
き
６
０
０

０
円
　
●
応
募
期
間
＝
２
月
３
日

〜
28
日
　
●
詳
し
く
は
、
総
合
政

策
課
（
内
線
２
３
４
３
）
へ
　
　

男
女
共
同
参
画
懇
話
会
　
　
　
　

●
人
員
＝
２
人
程
度
　
●
資
格
＝

令
和
２
年
２
月
１
日
時
点
で
市
内

に
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住
し
て

い
る
満
20
歳
以
上
の
人
で
、
平
日

昼
間
の
委
員
会
に
参
加
で
き
、
他

の
付
属
機
関
等
の
委
員
・
市
職
員
・

い
て
考
え
る
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
期
日
＝
２
月
８
日
（土）
　
●
時
間

＝
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
　

●
場
所
＝
か
み
な
り
村
北
館
　
●

講
師
＝
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
パ
オ
理

事
長
・
弁
護
士
の
多
田
元
氏
　
●

定
員
＝
１
０
０
人
程
度
（
当
日
受

付
可
）
　
●
参
加
料
＝
無
料
　
●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
岐

阜
羽
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
☎
（
３

９
３
）
０
７
５
１
へ
　
　
　
　
　

市
議
会
議
員
で
な
い
人
　
●
任
期

＝
４
月
１
日
か
ら
２
年
間
　
●
報

償
＝
１
回
の
出
席
に
つ
き
６
０
０

０
円
　
●
応
募
期
間
＝
２
月
３
日

〜
28
日
　
●
詳
し
く
は
、
市
民
協

働
課
（
内
線
２
３
１
２
）
へ
　
　

国
際
交
流
協
会
の
催
し

幼
児
向
け
英
語
遊
び
　
　
　
　
　

　
遊
び
を
通
し
て
、
親
子
で
英
語

に
触
れ
合
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

●
定
員
＝
３
歳
ま
で
の
幼
児
と
そ

の
保
護
者
20
組
　
●
期
日
＝
２
月

21
日
（金）
　
●
時
間
＝
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
15
分
　
●
場
所
＝
福
寿

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
●
参

加
料
＝
会
員
無
料
、
非
会
員
５
０

０
円
●
申
込
期
限
＝
２
月
18
日
（火）

※

詳
し
く
は
、
国
際
交
流
協
会
事

務
局
（
市
民
協
働
課
内
・
内
線
２

３
１
２
）
へ
　
　
　
　
　
　
　
　

2

期　日 場　所

献血にご協力を
時　　間

　広報はしまに関するアンケートを実施しています。
上の二次元コードからもご回答いただけます。　　
対象　市内在住、在勤または在学の18歳以上の人　
※回答者の中から抽選で5人へ図書カード1,000円分
　を進呈します。抽選結果は当選者へ直接ご案内し
　ます。
問い合わせ先　秘書広報課（内線2322）　　　　

日時　　3月8日（日）午後1時30分̃

場所　　不二羽島文化センター

入場料　指定席　2,000円

　　　　自由席一般　1,200円（当日1,500円）

　　　　自由席小学生以下　500円（当日700円）

　　　　※3歳未満は入場不可

問い合わせ先　生涯学習課☎（393）4672

PC・スマホで簡単回答 羽島太鼓ＬＩＶＥ２０２０

広報はしまへご意見を！

　1月19日、不二羽島文化センターで消防出初式が行われ、消防
職・団員や関係者約1,000人が出席。訓練の成果を披露するとと
もに、市民の安心・安全を守る決意を新たにしました。
　また、長年にわたり消防活動に従事された消防職・団員等の表彰
が行われました。被表彰者は次の皆さんです。（順不同・敬称略）

羽島市長表彰
市政功労表彰特別(30年)＝泉徳行　　　　　　　　　　　　　　　
市政功労表彰一般(15年)＝棚橋重治、岩田武伯、山口壽國、浅野寿
一、森川浩充　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
功労章(10年)＝大野篤、西松覚、久江利明、長谷川弘和、大野宏泰、
山木田修康、鵜飼隆史、三浦潤、長尾充、稲葉智久　　　　　　　
消防功績章＝戸谷仁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
感謝状＝神戸なみ子、若野淳子、三輪一子　　　　　　　　　　　
羽島市消防長表彰
消防勤続章(15年)＝不破聖司、鵜飼勇佑、長谷一展、大塚英正　　
消防勤続章(10年)＝加藤雄介、髙橋啓治、服部高也　　　　　　　
羽島市消防協会長表彰
勤労章＝山田正義、石原達也、淺野真二、橋本浩志、入野徳郎、武
田高広、太田和甲、近藤武彦、赤尾高志、林健治、大野泰利、三石
秀樹、南谷充紀、廣瀬雅哉、山本猛宜、青山雅隆、森川浩司、岡田
浩明、宇佐美定男　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
功績章＝森崇、武藤忍、井上克叙、浅野龍次、小濱純一、田中久貴、
浅野浩司、斉藤正人、菅谷康彦、太田充、小森喜仁、髙砂知明、馬
場孝司、浅野裕己、浅野慎允、𠮷川真司、森川益光　　　　　　　
羽島市消防団長表彰
勤続章(5年)＝縄田孝幸、大槻充、浅野隆博、大槻明洋、小池和成、
森島まゆみ、水谷宗玄、若狭洋玄、山田英樹、久米達也、古野惠美
子、浅井友美、大倉みづき、森真由美、堀由紀子、太田栄利子、坂
田祥子、浅野弓子、園部由香里、近藤小百合、河合真由、河村奈美、
橋本和子、武市美幸、加藤二治夫、大橋誠、南谷成紀、太田哲、今
井田直久、坂倉恒充、伊藤奨、伊藤正道、劉暁鋒、渕上賢一、𠮷田
純、原一真、足立昌洋、大水博司、深貝友則、浅野和秀、藤井正英、
不破真一、坂倉大介、山田誠治、田中秀和、大野孝文、西崎晋吾、
早川幸宏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
勤続章(3年)＝岩田和也、大野富生、三浦真一、伊藤茂樹、棚橋進
哉、川島央司、不破尚武、中村雄輝、黒田真、北村英之、加藤眞貴
夫、栗山泰尚、山岸健一、安藤直樹、加藤孔治、武藤要輔、今幸治、
間宮徹、棚田恭史、小塚大介、佐々木治久、小島延也、古川一矢、
坂井学、土屋哲仁、有馬良生、首藤翔太、小瀬良大地、小西秀樹、
勝一雄、馬場裕二、入山佳貴、樋口豊司、番俊充、山田敏志、浅野
将輝、𠮷川慶二、鈴木健一、後藤健太、小川健司、水野一徳、田内
成孝、石原孝宏、服部祐輝、河合晃弘、河合隆彦、森川要司、田代
大作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
らっぱ隊勤続表彰(3年)＝加藤眞貴夫、棚田恭史、小西秀樹、橋本
新之助、石原孝宏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問い合わせ先　子育て・健幸課（内線5302）

※より安全な血液確保のため、運転免許証等
　による本人確認にご協力をお願いします。

2/16
（日）

2/23
（日）

桑原学園

正木小学校

9：30～12：00
13：30～15：00

9：00～11：30
13：00～14：15

消
防
出
初
式

1
6
4
人
を
表
彰



問い合わせ先　不二羽島文化センター☎（393）2231
ホームページアドレス　http://www.hashimac.org

information＋
相談ダイアリー 不二羽島文化センター

一宮市 市民病院

は
し
ま

愛愛愛
市
長
の
コ
ラ
ム

種　　別 相　談　日 時　　間

市 政 相 談 毎週月～金曜日 8:30～17:00

行 政 相 談 ２月６日、３月５日

３月４日

２月13日、３月12日

13:00～16:00

法　律　相　談
（ 予 　 約 　 制 ）

13:00～15:00

交通事故相談 毎週火・木曜日 10:00～16:00

年金・社会保険
労　働　相　談
（ 予 約 優 先 ）

13:00～16:00

心配ごと相談
（ 予 約 優 先 ）

毎週金曜日 13:00～16:00

家庭児童相談

人 権 相 談

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

8:30～17:00母 子 相 談

毎週月・木曜日 13:00～15:00就業促進相談

13:00～16:00

13:00～16:00

２月12日・28日、
３月11日

２月17日、３月２日

２月19日

建築設計相談
（ 耐 震 相 談 ）

不 動 産 相 談
（ 予 約 優 先 ）

登記・相続相談
（ 予 約 優 先 ）

２月26日

多重債務相談
（ 予 約 優 先 ）

２月18日

13:00～16:00

消費生活相談 毎週月～金曜日

13:00～16:00

遺 言 等 相 談
（ 予 約 優 先 ）

３月９日 10:00～15:00

9:00～16:00

13:00～16:00

8:30～17:00

休館日　2月4日（火）・12日（水）・18日（火）・25日（火）

笑福亭鶴光林家木久扇三遊亭円楽●祝日は、全ての相談を休みます。

●相談は無料で、秘密は厳守します。

●法律相談は予約制です。事前に申し込みしてくだ
さい。（電話予約も可）

糖尿病教室　　　　　時　間　午後2時～3時

参加料　無料

期日

２/３
(月) 糖尿病とは（医師）

食事療法
冬の食事のポイント
食事と食後血糖の関係（栄養士）

２/10
(月)

薬物療法
血糖の変動をおさえる薬
食後血糖を改善する薬（薬剤師）

運動療法
肩こり解消運動
姿勢を見直して肩こりを治そう（理学療法士）

２/17
(月)

３/２
(月)

一宮市尾西歴史民俗資料館企画展

御裳神社の宝物

期　間　2月1日～3月1日

開　館　午前9時～午後5時
　　　　（入館は午後4時30分まで）

休館日　月曜日（2月24日を除く）、
　　　　2月12日（水）・25日（火）

観覧料　無料

展示説明会　2月2日（日）・29日（土）
　　　　　　午後1時30分～（1時間程度）

問い合わせ先　一宮市尾西歴史民俗資料館　　
　　　　　　　☎05 8 6（6 2）9 7 1 1

　紫陽花の名所として知られるようになった
御裳神社の由来をはじめ、所蔵する調度品や
書画などの資料を紹介します。

はしま寄席

林家木久扇・笑福亭鶴光・三遊亭円楽 三人会

日　時　4月29日（水）午後2時～

入場料　Ｓ指定席4,500円、Ａ指定席4,000円、

　　　　Ｂ指定席3,500円

　　　　（当日同額・税込・未就学児入場不可）

チケット一般発売日

　　　　2月22日（土）午前9時～ 

　　　　※友の会会員の発売は2月15日（土）午前9時～

　　　　※電話・インターネット予約は各翌日午前9時～

　
政
府
は
、
２
０
１
７
年
に
人
生
１
０
０

年
時
代
構
想
会
議
を
設
置
。
そ
れ
ま
で
の

悲
観
的
な
超
高
齢
社
会
の
観
念
か
ら
、
高

齢
者
の
方
々
を
「
社
会
の
担
い
手
」
と
位

置
づ
け
る
、
希
望
的
社
会
へ
の
切
り
替
え

を
行
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
長
寿
化
は
世
界
的
規
模
で
進
ん
で
い
ま

す
。
過
去
２
０
０
年
の
デ
ー
タ
で
は
、
10

年
ご
と
で
寿
命
が
２
年
ず
つ
延
び
を
示
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
１
年
が
14
カ
月
に
、

１
週
間
が
９
日
の
生
活
期
間
に
延
び
た
計

算
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
先
進
国
で
は
、
２
０
０
７
年
に
生
ま
れ

た
人
の
２
人
に
１
人
が
１
０
３
歳
。
日
本

で
は
、
同
じ
く
２
０
０
７
年
に
生
ま
れ
た

人
の
半
数
が
、
１
０
７
歳
の
寿
命
に
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
我
が
国
で
は
、

出
生
率
が
低
い
こ
と
か
ら
、
２
０
５
０
年

に
は
老
人
従
属
指
数
が
世
界
最
高
に
な
る

と
予
測
さ
れ
ま
す
。
少
数
の
若
年
層
が
、

お
年
寄
り
を
支
え
る
社
会
と
な
る
の
で
す
。

　
長
生
き
を
す
れ
ば
、
健
康
・
介
護
・
生

活
資
金
等
に
ま
つ
わ
る
不
安
が
募
り
ま
す
。

一
生
に
お
け
る
生
産
的
時
間
は
、
70
歳
寿

命
の
場
合
で
12
万
４
８
０
０
時
間
。
80
歳

寿
命
で
は
、
15
万
６
０
０
０
時
間
（
25
パ
ー

セ
ン
ト
増
）
。
１
０
０
歳
寿
命
で
は
、
21

万
８
０
０
０
時
間
（
75
パ
ー
セ
ン
ト
増
）

と
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
時
間
を
活
用
し
、
長
寿
を
与
え
ら

れ
た
「
生
き
が
い
期
間
」
と
捉
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
従
来
の
「
教
育
・
勤
労
・

引
退
」
の
３
ス
テ
ー
ジ
か
ら
、
マ
ル
チ
ス

テ
ー
ジ
へ
の
移
行
を
考
え
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
高
校
・
大
学
で
の
教
育
（
学
習
）
期
間

を
経
て
、
定
年
ま
で
の
勤
労
を
フ
ル
タ
イ

ム
で
こ
な
す
。
そ
の
後
は
余
生
を
の
ん
び

り
。
こ
の
よ
う
な
、
定
型
化
し
た
人
生
は
、

お
し
ま
い
に
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
一

人
一
人
が
、
自
分
に
合
っ
た
働
き
方
や
活

動
を
見
出
し
ま
し
ょ
う
。
各
自
が
、
複
数

の
異
な
っ
た
キ
ャ
リ
ア
を
持
ち
、
多
様
な

人
生
を
送
る
こ
と
。
そ
れ
が
マ
ル
チ
ス
テ
ー

ジ
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
定
年
後
の
学
習
や
、
引
退
後
の
社
会
貢

献
に
つ
な
が
る
勤
労
も
、
満
足
で
き
る
長

寿
に
つ
な
が
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
行
政
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
特
に
福

祉
面
に
お
け
る
措
置
で
は
、
恵
ま
れ
な
い

境
遇
の
方
々
を
、
一
時
的
に
救
済
す
る
こ

と
は
可
能
で
す
。
し
か
し
、
彼
ら
の
自
立

を
促
し
、
社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
し

続
け
る
保
障
は
、
難
し
い
の
が
現
実
で
す
。

　
政
策
的
な
は
ざ
ま
の
な
か
に
、
弱
い
立

場
の
方
々
が
落
ち
込
ま
な
い
よ
う
な
地
域

社
会
を
創
る
こ
と
。
そ
の
担
い
手
と
し
て
、

多
く
の
知
識
や
経
験
を
お
持
ち
の
高
齢
者

の
皆
さ
ん
が
参
画
。
隣
人
に
緩
や
か
な
関

心
を
持
ち
、
何
か
あ
っ
た
時
に
は
声
掛
け

や
援
助
の
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
る

こ
と
が
、
持
続
的
な
町
づ
く
り
に
つ
な
が

る
と
考
え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
活
動
こ
そ
が
「
学
び
」
で
す
。
羽

島
市
第
六
次
総
合
計
画
後
期
実
施
計
画
で

は
、
前
期
の
「
教
育
・
文
化
」
を
「
子
育

て
・
学
び
」
に
改
定
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
、

自
ら
学
ぶ
意
欲
を
高
め
る
機
運
を
盛
り
上

げ
ま
す
。
そ
し
て
、
学
び
か
ら
派
生
し
た

自
分
事
で
地
域
づ
く
り
を
考
え
て
い
た
だ

き
、
協
働
・
共
生
社
会
を
築
い
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

第
69
回

羽
島
市
長
　
松 

井
　
聡

内　容（担当）

2020.２　広報はしま 14



16

医療機関（医科・歯科）

田中整形外科（正木町）
☎（391）8555

入山歯科医院（上中町）
☎（392）8214

丹菊整形外科（小熊町）
☎（391）1411

いわさ歯科（正木町）
☎（391）4182

ばん皮膚科（正木町）
☎（391）0056

ながき内科クリニック（舟橋町）
☎（393）0077

大口歯科クリニック（竹鼻町）
☎（392）8977

不破医院（正木町）
☎（391）2238

おんだ歯科クリニック（足近町）
☎（391）9222

おかだ歯科クリニック（桑原町）
☎（398）3188

長良川クリニック（竹鼻町）
☎（392）2525

かわむら歯科クリニック（竹鼻町）
☎（391）6480

かんばら歯科医院（福寿町）
☎（394）0880

山田医院（上中町）
☎（392）2313

期　日

２月２日
（日）

２月９日
（日）

２月11日
（火）

２月23日
（日）

２月16日
（日）

３月１日
（日）

２月24日
（月）

※往診はありません。
※必ず保険証を持参し、電話連絡の上、受診してください。

※市内に住民票がある人が対象です。　※子どもの健康診査は個別に郵送する案内文書でご確認ください。
※各がん検診は年度に1回受診できます。生活保護世帯の人は無料のため、検診を受ける前に
　保健センターへご連絡ください。

行　事　名 【 対 象 者 】

乳 幼 児 相 談
【 乳 幼 児 ( 希 望 者 ) 】

離 乳 食 教 室
【５カ月前後の子（希望者）】

は み が き 教 室 と
フ ッ 化 物 塗 布
【29年8月・30年２月生まれ（希望者）】

健 康 相 談
【 希 望 者 】

２月18日（火）
※要申込

精神保健（こころの）相談
【 希 望 者 】

期　　日　　等

２月６日（木）・20日（木）

２月12日（水）

２月27日（木）
※要予約

随　　時

時　　間

9：30～11：00（受付）

10：00～10：10（受付）
所要時間約1時間30分

9：40～10：40（受付）
所要時間約1時間30分

8：30～17：15

13：30～15：30

大 腸 が ん 検 診
（ 医 療 機 関 委 託 ）
【 4 0 歳 以 上（ 希 望 者 ）】

乳 が ん 検 診
【30歳以上の女性（希望者）】 ２月10日（月）

場所：資源物ストックヤード
※要予約

午前の部 9：10～11：30
午後の部 13：10～15：30

（受付）
所要時間約2時間大腸がん・胃がん・肺がん検診

【40歳以上の女性（希望者）】

胃 が ん
（ 医 療 機 関 委 託 ）
【 5 0 歳 以 上（ 希 望 者 ）】

２月29日（土）まで

２月29日（土）まで
子宮頸がん・体がん検診
（ 医 療 機 関 委 託 ）
【20歳以上の女性（希望者）】

実施医療機関
陳産婦人科
☎（391）4188

花林レディースクリニック
☎（393）1122
の診療時間内

実施医療機関の診療時間内
実施医療機関はホーム
ページでご確認または、
保健センターへお問い
合わせください　　
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■人口　67,753人（－156）・男33,528人・女34,225人　■世帯数　26,750世帯（＋383）　令和２年１月1日現在　※(　）は、前年同月との比較

Facebook
フェイスブック ツイッター

羽島市の話題、最新情報をチェック!

Twitter
インスタグラム

Instagram
広報はしまをアプリで配信中!

App store・Google playから
「マチイロ」を検索し、ダウンロード

妊娠が明らかになった人は、早めに母子健康手帳の交付を受けましょう。予約制となりますので必ず事前に
ご連絡ください。（所要時間約40分）　　■交付場所・予約先　保健センター（内線5302・5303）

母子健康手帳の交付

＃69 
妊娠がわかったら

他機関の紹介もしています。
 母子健康手帳の交付は、これから
出産、子育てをしていくお母さんと
保健師が最初にお会いするたいせつ
な時間です。ゆっくりとお話ができ
るよう約40分のお時間をいただきま
す。予約制としておりますので、事
前に保健センターへ予約をお願いし
ます。　　

　医療機関で妊娠が確認されたら、
保健センターで母子健康手帳の交付
を受けましょう。「妊娠中に気を付
けることは？」「出産後の赤ちゃん
との生活は？」などの不安や戸惑い
も含め、保健師がゆっくりとお話を
お聞きします。また、体調管理の方
法や利用できる子育て支援サービス
などもお知らせし、必要な人には、

◎広報紙の掲載内容は市ホームページでも確認できます。

父：岩田和也さん　母：襟加さん　〔正木町〕

（
２
歳
９
カ
月
）

洸
博
く
ん

父：伊藤博人さん　母：華奈恵さん　〔小熊町〕

こ
は
く

（
２
歳
0
カ
月
）

だ
い
ご

大
瑚
く
ん

２月  保健コーナー 休日急病診療場所・問い合わせ先
保健センター（内線5302・5303）

診療時間
午前9時～午後2時


